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区
で
初
め
て
、
弥
生
時
代
の
竪

た
て
あ
な
じ
ゅ
う

穴
住
居き

ょ
あ
と跡

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
規
模
は
7.6
ｍ
×

5.3

ｍ
と
比
較
的
大
型
で
す
。
形
状
は
隅
丸
長

方
形
で
、
入
口
の
柱
穴
は
南
寄
り
に
あ

り
、
住
居
を
縦
長
に
使
用
し
て
い
た
よ
う

で
す
。
主
柱
穴
は
４
か
所
確
認
さ
れ
、
炉

は
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
の
集
落
は
、
住
居
３
～
５
軒

ぐ
ら
い
で
、
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し

て
い
ま
し
た
。
台
地
は
、
調
査
区
の
北
側
、

南
側
に
広
が
っ
て
い
る
た
め
、
当
遺
跡
に

お
い
て
も
何
軒
か
の
住
居
が
あ
り
、
集
落

を
構
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

当
地
域
の
弥
生
後
期
の
土
器

　

当
遺
跡
の
弥
生
土
器
の
特
徴
と
し
て
、

口
縁
部
に
コ
ブ
状
の
突と

っ
き起

が
あ
る
こ
と
、

頸け

い

ぶ部
に
波
状
や
横
走
す
る
櫛く

し
が
き描

文
が

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
茨
城

県
西
部
か
ら
栃
木
県
東
部
に
分
布
す
る

二に

け

ん

や

し

き

軒
屋
式
土
器
の
特
徴
で
す
。

　

当
遺
跡
の
土
器
の
櫛
歯
数
は
８
～
10
本

と
多
く
、
胴
部
の
縄
文
が
羽
状
構
成
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
後
期
後
葉
に
位
置
付
け
ら

れ
ま
す
。
茨
城
県
中
央
部
か
ら
北
部
を

中
心
に
分
布
す
る
十じ

ゅ
う
お
う
だ
い
し
き

王
台
式
土
器
の
始

め
頃
の
土
器
に
並
行
し
、
時
期
は
２
世
紀

末
葉
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　

海
老
澤
稔
）

　

調
査
の
結
果
、
縄
文
時
代
の
土
坑
７

基
、
弥
生
時
代
の
住
居
跡
１
軒
、
古
墳
時

代
の
住
居
跡
11
軒
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
遺
物
は
、
縄
文
土
器
、
石
器

（
鏃

や
じ
り

・
磨
製
石
斧
・
敲

た
た
き
い
し石

・
磨す

り
い
し石

）
、
弥
生
土

器
、
土は

じ師
器
、
木
製
品
、
金
属
製
品
（
鏃
・

鎌
）、
土
製
品
（土
玉
・支
脚
）な
ど
で
す
。

弥
生
時
代
と
は

　

日
本
で
食
糧
生
産
が
始
ま
っ
て
か
ら
前

方
後
円
墳
が
出
現
す
る
ま
で
の
時
代
を

弥
生
時
代
と
し
て
い
ま
す
。
本
州
全
体
が

稲
作
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
頃
を
弥
生
時

代
の
始
ま
り
と
す
れ
ば
、
紀
元
前
３
０
０

年
か
ら
紀
元
２
５
０
年
頃
ま
で
の
約

５
５
０
年
間
が
弥
生
時
代
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

鹿
嶋
市
で
水
田
跡
が
発
見
さ
れ
、
ひ
た

ち
な
か
市
の
東
中
根
遺
跡
の
住
居
跡
か

ら
は
炭
化
米
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
茨
城
に
お
い
て
も
弥
生
時
代
に
稲
作

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
す
。

弥
生
時
代
の
住
居

　

並
木
新
田
台
北
遺
跡
で
は
、
美
野
里
地

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 

７３

美
野
里
地
区
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た
弥
生
時
代
の
住
居
跡
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並な
み
き
し
ん
で
ん
だ
い
き
た

木
新
田
台
北
遺
跡
の
調
査

　

並
木
新
田
台
北
遺
跡
は
、
竹
原
坂
下
農

村
集
落
セ
ン
タ
ー
西
側
の
小
美
玉
市
大

谷
字
並
木
新
田
台
に
所
在
し
、
園
部
川

左
岸
の
標
高
20
～
25
ｍ
の
台
地
縁
辺
部

に
立
地
し
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
は
、
常
磐
自
動
車
道
石
岡
小

美
玉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
か
ら
茨
城
空
港
を
結

ぶ
道
路
整
備
事
業
に
伴
い
、
平
成
29
年
に

茨
城
県
教
育
財
団
が
行
い
ま
し
た
。

並木新田台北遺跡　調査区遠景(東から）

語
句
解
説

二
軒
屋
式
土
器
　
栃
木
県
宇
都
宮
市
二
軒

屋
中
原
遺
跡
を
標
識
と
す
る
弥
生
時
代

後
期
の
土
器
型
式
。
コ
ブ
状
突
起
や
多
条

櫛
描
文
が
特
徴
的
。

第9号竪穴建物跡（左側が南）

問

二軒屋式土器


